
［成果の内容・特徴］

①ミヤコワスレ及びふきの組織培養苗を培養容器に入れて低温保存する場合、草丈が大き

く、葉数が多く、葉色が緑色を帯びるなどの生育状態が比較的良好で、生存率が最も高く

なる条件は、５℃、室内光入射である。（表１，２）。

②５℃、室内光入射の条件下で、ミヤコワスレについては１年間、ふきについては２２０日

間、９０%以上の生存率を保つことができる（表１，２）。

［成果の活用面・留意点］

ミヤコワスレやふきの組織培養苗を長期保存するのに活用できる。

［背景・ねらい］

ミヤコワスレやふきなどの栄養繁殖性作物のウイルスフリーの組織培養苗は、圃場での

栽培の過程で徐々にウイルスに再感染するため、定期的に種苗更新する必要がある。しか

し、組織培養苗を網室や圃場で維持するには、多大の労力を要するとともに、ウイルスに

再感染する恐れがある。また、２５℃の培養室での組織培養苗の維持には、頻繁な植継ぎが

必要である。そこで、ミヤコワスレとふきについて、組織培養苗を省力的に維持するため

の低温保存技術を確立する。
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ミヤコワスレとふきの組織培養苗の低温保存技術

[要約］ ミヤコワスレ及び坐童の組織培養苗は、５℃、室内光入射の条件下で、それ

ぞれ１年間及び220日間怪姦できる。
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表２ふきの保存状況（平成４～５年）

[具体的データ］

表１ミヤコワスレの保存状況（平成２～５年）

保存条件

保存条件 生存率（％） 生育状態（１年後）

生育状態（150日後）生存率（％）

[その他］
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温度光 １年後２．年後３年後草丈葉数葉色

注）①無機塩濃度をl/2に減じ、ショ糖309／Ｑ、ゲランガム29/Ｑとナフタレン酢酸0.0l

mg／Ｑを添加したMS培地40mQを分注したプラントボックス（60x60xlOOmm）を使用ｏ

供試数は16.

②35mmの大きさの植物を植付け、２５℃、約3,000ルクス、３日間前培養したのち、低

温保存した。室内光は約60ルクス。
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温度光１５０日後２２０日後３００日後草丈葉数葉色

注）①ショ糖209／Ｑとゲランガム29/Ｑを添加したMS培地7mQを分注したネジロサンプル

管（d22x88mm）を使用。供試数は30.

②4mmの大きさの頂芽を植付けたのち、低温保存した。室内光は約60ﾙｸｽ。
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